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第29号（2）シルバーニュース令和８年９月25日

　

第
15
回
定
時
総
会
で
、
役
員
改

選
に
よ
り
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。

【
理　
事　
長
】

　

八　

島　

三
起
雄
（
伊
達
）

【
副
理
事
長
】

　

渡　

部　
　
　

勇
（
保
原
）

【
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
】

　

菅　

野　

正　

俊
（
保
原
）

【
理　
　

事
】

　

伊　

藤　

清　

幸
（
伊
達
）

　

阿　

部　

岸　

子
（
梁
川
）

　

齋　

藤　

か
つ
い
（
梁
川
）

　

菊　

田　

祐　

子
（
保
原
）

　

阿　

部　

重　

夫
（
保
原
）

　

菅　

野　

千
惠
子
（
霊
山
）

　

八　

島　

禎　

幸
（
霊
山
）

　

渡　

邉　

三　

男
（
霊
山
）
外
部

　

千　

葉　

康　

生
（
月
舘
）

【
代
表
監
事
】

　

髙　

橋　

幹　

雄
（
伊
達
）

【
監　
　

事
】

　

唐　

橋　

龍　

男
（
保
原
）
外
部

　

令
和
8
年
6
月
11
日
（
木
）
午
後

1
時
30
分
よ
り
、
伊
達
市
ふ
る
さ
と

会
館
に
て
、
第
15
回
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
数
４
９
４
名
の
う
ち
、
出
席

95
名
、
委
任
状
数
１
８
３
名
、
議
決

権
行
使
書
数
88
名
、
合
計
３
６
６
名

で
、
定
款
内
18
条
の
規
定
に
よ
り
、

過
半
数
を
超
え
て
い
る
た
め
総
会
成

立
と
な
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

 

報
告
事
項

 

・
報
告
第
1
号　

令
和
8
年
度
事
業

　

計
画
に
つ
い
て

 

・
報
告
第
2
号　

令
和
8
年
度
収
予

　

算
に
つ
い
て

 

・
報
告
第
3
号　

令
和
8
年
度
資
金

　

調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に

　

つ
い
て

議
　
題

 

・
議
案
第
1
号　

令
和
7
年
度
事
業

　

報
告
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
2
号　

令
和
7
年
度
収
支

　

決
算
報
告
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
3
号　

理
事
、
監
事
の
選

　

任
に
つ
い
て



令和８年９月25日シルバーニュース（3）第29号

伊
　
達
　
地
　
区

霊
　
山
　
地
　
区

月
　
舘
　
地
　
区

 

石
　
井
　
朝
　
生

石
　
上
　
　
　
健

遠
　
藤
　
律
　
子

菅
　
野
　
邦
　
光

木
　
内
　
重
　
郎

熊
　
坂
　
英
　
喜

齋
　
藤
　
悦
　
夫

齋
　
藤
　
ま
さ
子

佐
　
藤
　
行
　
博

三
　
瓶
　
陽
　
子

髙
　
橋
　
伸
　
一

千
　
野
　
宏
　
巳

永
　
井
　
直
　
幸

野
　
中
　
勝
　
男

羽
　
田
　
英
　
一

幕
　
田
　
清
　
作

松
　
浦
　
ト
　
ミ

松
　
原
　
サ
　
ト

三
　
浦
　
勝
　
秋

村
　
松
　
キ
ヨ
子

安
　
田
　
和
　
雄

横
　
江
　
信
　
夫

横
　
山
　
貞
　
三

渡
　
邉
　
節
　
代

渡
　
邊
　
　
　
喬

（
敬
称
略  

五
十
音
順
）

佐
　
藤
　
文
　
雄

木
　
皿
　
秀
　
男

津
　
田
　
ミ
　
ヨ

（
敬
称
略
）

　

こ
の
度
、
伊
達
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
時
総
会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
選
任
さ
れ
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
就
業
の
機

会
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
促
し
働
く
こ
と
で
、

生
き
が
い
の
充
実
と
健
康
の
維
持
促
進
、
そ
し

て
地
域
社
会
の
多
様
な
期
待
に
応
え
て
い
く
こ

と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
る
課
題
の
一
つ
と
し
て

会
員
の
確
保
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
も

あ
り
、
会
員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
新
た

に
出
前
入
会
説
明
会
を
開
催
し
、
就
業
機
会
の

高
ま
り
が
期
待
さ
れ
る
女
性
会
員
の
拡
大
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
会
員
、
役
職
員
一
体
で
安
全
・

適
正
就
業
に
努
め
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理 

事 

長

　
八
島  

三
起
雄

齋藤まさ子さん 野中勝男さん



第29号（4）シルバーニュース令和８年９月25日

　

令
和
8
年
7
月
1
日
（
水
）
午

後
1
時
15
分
か
ら
、
い
わ
き
新
舞

子
ハ
イ
ツ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

安
全
と
適
正
就
業
へ
の
意
識
の
高

揚
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
県

内
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
約
１
２
０
名
の
役
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、4
名
の
役
職
員
が
参
加
し
「
事

故
発
生
状
況
と
安
全
対
策
」「
安

全
と
適
正
就
業
の
誓
い
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
自
動
車
連
盟 

福
島
支
部 

佐
藤

大
輝
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い　

交

通
安
全
の
ポ
イ
ン
ト
」に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、

い
わ
き
ま
な
び
あ
い
バ
ン
ク 

市
民
講
師 

佐
々
木
真
裕
美
様
よ

り
「
健
康
と
要
介
護
の
中
間
！  

フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
「
車

両
番
号
19
ー
59
」
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
廃
車
し
、
新
し
く

「
車
両
番
号

４
５
８
」
の

軽
ト
ラ
ッ
ク

を
迎
え
ま
し

た
。
安
全
に

作
業
が
行
え

る
よ
う
、
安

全
祈
願
を
実

施
し
ま
し

た
。

委
員
長　

千
葉　

康
生
（
月
舘
）

副
委
員
長　

阿
部　
　

健
（
伊
達
）

副
委
員
長　

菅
野　

芳
明
（
霊
山
）

委　
　

員　

八
島　

秀
雄
（
伊
達
）

　

〃　
　
木
皿　

秀
男
（
伊
達
）

　

〃　
　
齋
藤
か
つ
い
（
梁
川
）

　

〃　
　
本
多　

健
一
（
梁
川
）

　

〃　
　
松
本　

修
一
（
梁
川
）

　

〃　
　
幸
村　

勝
彦
（
梁
川
）

　

〃　
　
菅
野　

忠
司
（
保
原
）

　

〃　
　
佐
藤　

芳
夫
（
保
原
）

　

〃　
　
村
松　
　

茂
（
保
原
）　

　

〃　
　
八
島　

禎
幸
（
霊
山
）

　

〃　
　
渡
邉　

信
男
（
霊
山
）

　

〃　
　
大
友　

力
雄
（
霊
山
）

　

〃　
　
佐
藤　

英
章
（
月
舘
）

　

〃　
　
寺
島　

陸
郎
（
月
舘
）

　

〃　
　
鈴
木　

新
市
（
月
舘
）

委
員
長　

菅
野
千
惠
子
（
霊
山
）

副
委
員
長　

阿
部　

貞
夫
（
伊
達
）

副
委
員
長　

髙
橋　

弘
市
（
保
原
）

委　
　

員　

小
野　
　

章
（
伊
達
）

　

〃　
　
阿
部　

岸
子
（
梁
川
）

　

〃　
　
渡
邊　
　

喬
（
梁
川
）

　

〃　
　
佐
藤　

友
幸
（
梁
川
）

　

〃　
　
阿
部　

重
夫
（
保
原
）

　

〃　
　
一
條　

俊
光
（
保
原
）

　

〃　
　
遠
藤　

敏
夫
（
霊
山
）

　

〃　
　
高
森　

唯
光
（
霊
山
）

　

〃　
　
齋
藤　

悦
夫
（
月
舘
）

　

〃　
　
大
河
内
勝
衛
（
月
舘
）



令和８年９月25日シルバーニュース（5）第29号

委
員
長　

伊
藤　

清
幸
（
伊
達
）

副
委
員
長　

菊
田　

祐
子
（
保
原
）　

委　
　

員　

渡
部　
　

勇
（
保
原
）

　

〃　
　
菅
野　

文
恵
（
保
原
）

　

〃　
　
渡
邉　

三
男
（
霊
山
）

会　
　

長　

菅
野　

和
典
（
霊
山
）

副
会
長　

松
浦
や
え
子
（
伊
達
）

副
会
長　

山
田　

京
子
（
保
原
）

監　
　

事　

渡
邉　

次
郎
（
保
原
）

　

〃　
　
森　

三
代
子
（
月
舘
）

幹　
　

事　

阿
部　

貞
夫
（
伊
達
）

　

〃　
　
佐
藤　

ふ
く
（
梁
川
）

　

〃　
　
我
妻　

慎
一
（
梁
川
）

　

〃　
　
菅
野　
　

宏
（
霊
山
）

　

〃　
　
千
葉　

美
知
（
月
舘
）

委
員
長　

阿
部　

岸
子
（
梁
川
）

副
委
員
長　

森　

三
代
子
（
月
舘
）

委　
　

員　

松
浦
や
え
子
（
伊
達
）

　

〃　
　
齋
藤
か
つ
い
（
梁
川
）　

　

〃　
　
菊
田　

祐
子
（
保
原
）

　

〃　
　
菅
野
千
惠
子
（
霊
山
）

柿の木の伐採作業中、地デジの共同受信ケーブルにつるが絡まって
いるのを確認せずに伐採し、木が倒れる際にケーブル線が引っ張ら
れ断線してしまった。今回の断線で、発注者の家ではなく、発注者
の隣の家の地デジが映らなくなってしまった。

草刈作業中、石飛防止ネットを張りながら作業していたが、石が飛
びガラスを割ってしまった。

草刈作業中、駐車してある社用車のリアガラスを石飛により割って
しまった。前日に車の移動をお願いし、草刈現場と車との距離をとっ
て作業していたが、20ｍほど石が飛んでしまい割れてしまった。

作業内容

伐採作業

草刈作業

物損状況

99,000円

33,000円

144,285円

39,710円

（修理代）損　　害　　の　　程　　度

賠
　
　
　
　償

桃摘果作業中、脚立から降りる際に摘果した桃が転がっているとこ
ろに着地し、足を取られ転倒。右足首を骨折した。

作業内容 障害状況

通院７日
（通院・入院）障 害 （ 損 害 ） の 程 度障

　害

午前中、草刈作業をして家に帰ってから体調を崩し、午後は安静にし
ていたが目眩がひどく、翌日かかりつけの病院に行き点滴治療をした
が回復せず、翌々日に救急車で搬送され、精密検査や点滴治療をした。
（体調は戻り、現在は就業を再開）

作業内容

桃摘花作業

桃摘花作業

障害状況

通院２日

（通院・入院）障 害 （ 損 害 ） の 程 度熱  

中  

症

草刈作業中、建物の窓ガラスに石が飛び、ひびが入った。（石飛防止
ネット不使用）



第29号（6）シルバーニュース令和８年９月25日

　令和 8年 2月 20 日 ( 金 ) に当センターの役職員 14 名が「南
相馬市シルバー人材センター」へ視察訪問して参りました。
　研修会では、渡部定幸理事長様、渡邉理文事務局長様より現

状の説明と、こちらからの質疑に対して丁寧に対応していただきました。
　南相馬市シルバー人材センターでは、女性会員の増加傾向が顕著になっており、「女
性が女性を呼び込む」という言葉のとおり、女性に向けての呼び込み運動が多く感
じられました。その他、チラシ配布や口コミ運動、マッチング支援員の活躍事例を
聞き、会員拡大のための活動について見習うべき点の多い研修となりました。

　令和 8年 3月 11 日（水）保原町東猫川地内のもも畑をお借りして、福島県県北農

林事務所　伊達農業普及所の伊藤裕紀様を講師に迎え、摘蕾講習会を開催しました。

　吹く風は冷たくても、春の訪れを感じさせる暖かい光が降り注ぎ、22 名の会員が

熱心に摘蕾の技術を学びました。



令和８年９月25日シルバーニュース（7）第29号

　令和 8 年 7 月 24 日（金）女性委員会～
せきれいの会～による企画「女性限定  秘密
の茶話会  第 2 弾」を開催いたしました。
　伊達市地域包括支援センターの皆様によ
る『認知症になっても安心できる地域を目
指して～事例から学ぶ声掛けと関わり方～』
をテーマに、寸劇と講話がありました。参
加者全員が笑顔になるような楽しい講話で、 
大変勉強になりました。
 その後、お菓子やお茶を囲みながら女性会
員の交流を図り、時間が足りないくらい楽
しいひと時を過ごしました。
　●参加者：午前の部 11 名
　   　　　   午後の部 17 名
　秘密の茶話会 第 3 弾ではもっと
もっとたくさんの方の参加をお待ち
しております☆



第29号（8）シルバーニュース令和８年９月25日

「放任で  育てた子らに  ほっとかれ 」 菅野  敏昭（保原）

「明日やる　今日になって　あとでやる」　　 浦住やす子（月舘）
「我が家では　炊事洗濯　家事親父」　　　  菅野  英夫（月舘）
「年金暮らし　増えるのは　体重と薬だけ」   佐藤  一男（伊達）

菅野きみ子（霊山）　木幡とも子（伊達）　近藤　雅之（保原）
齋藤　悦夫（月舘）　齋藤かつい（梁川）　佐藤　京子（伊達）
佐藤スイ子（伊達）　宍戸　芳晴（伊達）　千葉　美知（月舘）
松田　　亨（伊達）　三関トミ子（保原）

おめでとう

ございます!

会員互助会だより

おもしろ

格言
名言

　（50音順・敬称略）

最優秀賞（1名）

優秀賞（３名）

佳 作 （11名）

　令和８年２月に募集した「おもしろ格言・名言」の
結果発表です。

〈最優秀賞〉 菅野 敏昭さん 〈優秀賞〉菅野 英夫さん 〈優秀賞〉 佐藤 一男さん

　

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に

当
り
、
新
役
員
・
各
委
員
会
委

員
も
選
任
さ
れ
、
我
々
普
及
啓

発
委
員
会
の
広
報
紙
メ
ン
バ
ー

も
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

広
報
「
シ
ル
バ
ー
伊
達
」、
会

報
「
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
で

は
、
毎
回
入
会
説
明
会
及
び
、

会
員
募
集
の
案
内
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
広
報
紙
の
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
か
ら
酷
暑
日
と
い
う
新

し
い
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
40
℃
以
上
と
い
う
極

め
て
危
険
な
暑
さ
も
関
東
以
西

で
何
度
も
出
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
、
フ
ァ
ン
付
き
ベ
ス

ト
な
ど
暑
さ
対
策
グ
ッ
ズ
を
活

用
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す

が
、
使
用
で
き
な
い
作
業
も
あ

り
、
苦
労
さ
れ
た
方
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

暑
さ
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
健

康
管
理
に
留
意
し
無
理
せ
ず
安

全
作
業
に
徹
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。　
　
　

 　
（
伊
藤　

清
幸
）

【
編
集
委
員
】

　

伊
藤　

清
幸　

菊
田　

祐
子

　

渡
部　
　

勇　

渡
邉　

三
男

表彰しました


